	若者の就労を考える保護者向けセミナー

「家族にできる就労支援 ～生きる意欲と働き甲斐を支える家族のサポート～」

日　時：2008年12月6日 13:30-16:30

会　場：伊賀市勤労者福祉会館 ２Ｆ大会議室

講　師：太田 仁 氏　社会学博士（社会心理学）
主　催：三重県、みえ若者就労支援ネットワーク、ＮＰＯ寺子屋プロジェクト

出席者：１４名


▼太田仁氏 講演

(1) 家族を取り巻く就労環境

・わが国の家族構成をみると、「単独世帯」が増える傾向にあり、今後その傾向は一段と加速することが見込まれている。そうした状況下では、地域や社会による支え合いが必要となる。

・逆に、ＩＴ化やグローバル化の進展に伴って、労働市場や産業構造が変化するなかで、家族のあり方を再考することが求められている。

・家族や地域だけでは独立した「社会」として生活を完結させることができない。しかし、社会の最小単位は家族であるため、上位にある社会システムの不備は下位にまで影響を及ぼし、家族や個人の孤立無援は各レベルでのシステムの歪みを意味している。

・このほか、フリーターの生活も、他人とのつながりを構築するという面で利点はあるものの、家族がそれを問題視するあまりに、自らの価値を発見できない状況へと陥るケースもある。

・さらに、完全失業率の上昇、有効求人倍率の低下にみられるように、労働市場の厳しさが一段と増している。

・フリーター状態のまま年齢を重ねると、不安定労働から抜け出すことがより困難となってきている。６割の企業がフリーター経験をほとんど評価せず、約３割がマイナスに評価する。プラスに評価する企業はわずか3.6パーセントで、フリーターの経験が正規の雇用や就労に役立たない現実がある。

・しかし、社会にネットワークを持つという意味では、パート、アルバイトをすることは大切で　　

　ある。

・わが国は、依然として長期雇用労働者が中心ではあるが、パート・派遣など非正規雇用の比率は年々拡大し、賃金格差は学歴に関係なく生じている。

・そうした労働環境の中では職業観を培うことが難しく、フリーターの生活が固定化しがちである。

(2) 人間関係と自己

・人間は、誘因（物事を誘い出す原因）やインセンティブ（やる気を起こさせるような刺激）に向けて行動する場合、自尊心を持って行動するが、その自尊心は、多様な他者からの評価によって育まれる。

・もっとも、現代社会においては、実感のない「世界」で生かされている。すなわち、生活の細部にまで利便性が追求される社会では、特異性（世の中に自分しかいないという存在感≒個性）が欠如したり、個人の存在に決定的な意味が見出せなかったりする。たとえば、非正規雇用（代替性の高い労働）の拡大という状況下で、職場における個人の存在根拠は脆弱化の一途をたどっている。

・現代の癒しとは、かけがえのある私（自分にしかできない仕事、自分の特異性）を実感する時

　である。

・自分の実体験、経験に基づく判断が少ないが故に、仕事、進路を選ぶのは非常に難しい。

・高度情報化社会の落とし穴は、効率的で習慣的な思考法が最優先されていること、創造性が利

　便性に奪われたこと、行動することが単なる目的実現の手段のみと見放されたことである。

・ここで、「人間の欲求」を考えた場合、生理的欲求・安全の欲求が満ち足りているという前提の下で、親和の欲求（他人と関わりたい等）が芽生える。それが満ち足りると、集団帰属の欲求や自我の欲求（自分が集団から価値ある存在と認められ、尊敬されることを求める等）が生まれ、それが満たされると、自己実現の欲求（自分の能力・可能性を発揮し、創造的活動や自己の成長を図りたい等）を追求するようになる。

・その意味で、「人との関わり」ということが重要になるが、実は、自分にとって大切な人、特に親との日常の関わりが、その人の交流態度の基礎となっている。例えば、人から援助され、信頼される人は世の中の愛情を感じることができる。

・仕事との関係では「燃え尽き症候群」という言葉をよく耳にするようになっており、仕事と家族生活や地域社会とのつながりなど、それぞれのバランスをとることの大切さを再認識すべきと考えられる。
・就職してから、誰かから価値のある人間と認められ、尊敬されていることを実感していると、困ったときに他人に助けを求めることができる。

・本当の自分を見つけたいという動機で、インドへ行ったり、路上詩人になったり、星占い、前世占い、自己啓発セミナーなどに参加したりする者があるが、癒しや消費行動にはつながっても、問題の解決には至りにくい。

・人は一人では生きられず、支え合う実感こそが生きる意欲の源である。

(3) 家族にできる援助

・失敗ばかり見つけるのではなく、無条件の関心を持つことが重要。親が子どもから離れる時とは、子どもがしていることに対して対等な人間としての関心を持てるようになった時である。

・自立というのは、親の安定が第一条件となる。

・子どもはいつまでも親の背中を見て育つものであるし、親の一言は子どもに大きな影響を与える。したがって、子どもが「かけがえのない自分」を発見するために、親の果たす役割は大きい。

・人は、様々な人との関わりの中で自己を評価していくものであり、そこではコミュニケーションバランスが重要になる。例えば、職場の同僚のような役割的関係が中心となる関係から、無条件の関心を寄せる親まで、様々なコミュニケーションバランスがあり得る。

・一番難しく効果のあるサポートは、わかっていてもなにを言わないサポートであり、子どものやることの先まわりをしたり、指示を出したりしてはいけない。

・３５歳まで、アタッチメント（スキンシップをとること）は離職率、離婚率を低下させる影響を与える有効な手段である。

・会話を大事にすること。ここでいう会話とは、相互で話すことであり、こちらが話すことに関　

　心を持ち、なにかを聞いて、初めて会話となる。言ったことに対して返事をすることではない。

・人の「生きる意欲」は、無条件の関心、共感、理解という「愛の三要素」によって育まれる。親が子どもに対して「愛」を持って接することで、子どもは「かけがえのない自分」を発見していくことが可能になる。

・家族が共感と理解を一緒に感じてくれる相手であれば理想である。

▼質疑応答

Ｑ１．比較的年齢が高い子どもへのほめ方は、どのようにすべきか。

Ａ１．家族の評価をベースとしつつ、社会から評価を受けることで、自分の価値の明確化や自身の回復が図られる。その意味で、ジョブカフェなどを活用することも有効である。学童保育で就労体験をしてみると、児童の飾りの無い感情表現に接していくうちに自己効力感が育まれる。

　（ジョブカフェとは、地域の実情に合った若者の能力向上・就職促進を図るため、若年者が雇用関連サービスを１ヶ所でまとめて受けられるようにしたワンストップサービスセンターのこと）

Ｑ２．引きこもり気味の子どもに対するアプローチとして、「面会」の次の段階ですべきことは何か。

Ａ２．手紙を書いてはどうか。できるだけ短めにするとともに、自身のことを書いてみると良いのではないか。（例えば、「寒くなり、老体には身にこたえる」等いつまでも親が子を支えてあげられるわけではないことを事実としてさりげなく自覚させる。）

Ｑ３．「燃え尽き症候群」から立ち直った子どもが再発しないためには、どのようにすべきか。

Ａ３．「働き甲斐」への意識が強すぎることが想定される。家族・仕事・地域に対してどれにどのくらい重きを置いていくかについて、相談してみてはどうか。特に、同性の親との相談の中で、一つの答えが発見されることが多い。

Ｑ４．コミュニケーションの技量は、どのようにすれば身につくのか。

Ａ４．自分の経験からだが、自分のことをわかってもらうためには、とにかく話をする必要がある。そのために、言葉について学んだり、自分のことを意識して話したりした。社会の中で、必要に応じて身に付いていくものと思う。

▼閉会挨拶

ＮＰＯ寺子屋プロジェクト　井上より挨拶。

以 上

